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
や 	のようないわゆる授与動詞
には３種類の受身文が考えられる｡ 例えば､

 の受身文はのよ
うになる｡
 
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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の３つの受身文のうち､ 1は間接目的語を
主語に取る構文であり､ 1および1は直接目
的語を主語に取る構文である｡ それぞれ､ 主語
にならなかったほうの目的語は､ 保留目的語と
して文中に残る｡ このうち､ 1と1関して､
いくつかの文法書間で意見の対立が見られるた
め､ 調査を行い､ 結果を藤内 (2001) で述べた｡
その内容を簡単にまとめると次のようになる｡
文法書間の意見の対立は､ いずれかが誤ってい
るということではなく､ 1950年以降の数十年で､
アメリカ英語において特に1型が置かれた状
況に変化が生じた為に発生した可能性が高く､
その変化には1型が深く関わっていると考え
られる｡ そこで､ 新たに､ 19世紀以降のアメリ
カ英語における1型の変遷､ および､ イギリ
ス英語における３型の状況について調査する必
要が出てきた｡ その後､ 藤内 (2007) で､ 19世
紀のアメリカ英語における､ 1型の状況を調
査してみた｡ 本稿においては､ 更に現代英語に
おける調査も併せ考えて､ アメリカ英語におけ
る 型構文につ
いて再考してみたいと思う｡
調査に用いたテキストは､ 19世紀から20世紀
初頭までの合計21点である｡ に刊行年代順に
挙げる｡
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要 約
いわゆる授与動詞の３種類の受身文に関しては､ アメリカ英語の特徴とするか否かでいく
つかの文法書間に意見の対立がみられる｡ そこで本稿においては､ 19世紀から20世紀初頭の
アメリカ英語文献を調査対象としてこの構文を調査し､ 現代英語と比較しながら､ 歴史的に
はどちらの意見が言語の実態に近いのかを明らかにする｡
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調査した動詞は､ 授与動詞のうち､ 間接目的
語を文末に移動した場合に,を要求するもの
であり､ =G9G)MN&@%'
C
 

'O'	等を参考にして選んだ｡ 調査
結果をまとめたものがの表１である｡ 括弧内
の数字は､ 保留目的語が代名詞である例を示し
ている｡
全用例214例のうち､ 1*型は72例 (33G6％)､
1M型は89例 (41G6％)､ 1?型は53例 (24G8＆)
である｡ 現在では､ ３種類の型の中で最も自然
九州情報大学研究論集 第11巻 (2009年３月)
― 56 ―
表１ 1*型
,あり
(1M型)
,なし
(1?型)
*PL 0 0 3( 3)
*/, 0 3( 2) 0
*/+ 7 1( 0) 4( 1)
*+*L 0 0 0
M 0 4( 4) 2( 2)
LN 7 3( 2) 3( 3)
L 1 1( 0) 3( 2)
P,?- 0 0 0
PML 0 0 0
 8 38(13) 22(21)
*, 0 1( 1) 1( 1)

-*L 0 4( 2) 2( 2)
/L 0 2( 2) 0
P 4 2( 1) 3( 3)
+ 0 0 0
I*## 0 1( 0) 0
I*N 0 1( 0) 0
I", 0 0 1( 1)
IP 0 0 0
I"# 1 0 0
*L 0 0 0
P6# 0 1( 0) 0
L 0 0 1( 1)
#, 0 5( 4) 0
#/ 0 7( 1) 0
#L 0 12( 5) 2( 2)
#-+ 2 0 1( 1)
#I* 5 1( 0) 1( 1)
,*?- 8 0 2( 2)
,/ 29 1( 0) 2( 2)
+, 0 1( 1) 0
計 72 89(38) 53(48)
な形とされている1型は､ 他の２つよりも遅
れて登場し､ 17､ 8世紀から良く使われるよう
になったとされているが､ 19世紀の段階ですで
に他の２つと遜色なく使用されていることがわ
かる｡ また､ 括弧内に目を向けてみると､ 1
タイプの用例のうち実に９割以上が保留目的語
に代名詞をとっており､ 主に代名詞用の構文と
いう側面を持つことも分かる｡
表１と比較するために､ 	
と
いう､ 1997年発行の38人の作家の手からなる短
編集を現代英語のテキストとして用いた｡ 調査
の結果は､ の表２の通りである｡
残念ながら､ 全部で25例と用例数は余り多くな
いので､ 断定は困難かもしれないが大体の傾向
は確認できると思われる｡ その25例中､ 1型
が19例と全体の約８割を占め圧倒的である｡ 1
型は６例､ 一方､ のない形式である1型は､
保留目的語が代名詞である用例があるにもかか
わらず､ 一例も存在していない｡
表１と表２､ ２つの表を比較すると次のよう
なことが考えられる｡ 1型構文は殆ど代名詞
としか用いられないという特殊な性質のため､
遅れて出てきた間接目的語を主語にする2型
構文の拡大の勢いに2型よりも遥かに大きな
影響を受け､ その結果､ ｢現代のアメリカ英語
においては不自然｣ と文法書に書かれるまでに
稀な型になってしまったのである｡ 最初に述べ
た､ いくつかの文法書間にみられる意見の対立
は､ やはり､ それぞれが出版された当時のアメ
リカ英語の現実を反映していたために起こった
ものと結論付けることが出来る｡
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表２ 1型
あり
(1型)
なし
(1型)
& 1 0 0
/ 1 0 0
;3 0 1(1) 0
3< 8 0 0
7 1 0 0
; 3 1(0) 0
./ 0 1(0) 0
;,- 1 0 0
- 1 1(0) 0
- 1 2(1) 0
 2 0 0
計 19 6(2) 0

